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MFレーダを用いた電離層下部領域の電子密度推定方法の検証

( 要旨 ) 300 字程度

MFレーダ観測では吸収差分法 (DAE)を用いて高度 60 kmから 100 kmの間の電離層

D領域の電子密度を推定している．ここで，DAEで用いられる反射係数と吸収係数は

電子密度の関数であり，これらの値を求める際に使用する電子密度はすべての高度で一

定としている．これは，吸収係数を電子密度で割った値及び反射係数の電子密度への依

存性が少ないとする仮定に基いている．しかし，この仮定の妥当性についての理論的な

検証は行われていない. 本研究では，この仮定の妥当性について理論的に検証を行い，

DAEによる電子密度推定の精度を確かめる. 吸収係数を電子密度で割った値及び反射

係数の電子密度への依存性をFull Wave計算を用いて検証した．その結果，前者は電子

密度を変化させてもほぼ一定であるが，後者は電子密度の変化に対して大きく変化する

ことが分かった．次に，Full Wave計算結果用いてDAEと同様の方法で電子密度の推

定を行った．その結果，DAEによって推定された電子密度に比べて，Full Wave計算結

果から推定した電子密度は，高度変化が大きくなった．これらの結果より，DAEにお

いて反射係数の電子密度依存性が反映されていないため電子密度推定に誤差が出ている

と考えられる．
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